




トップのリーダーシップによるダイバーシティ促進 11

小谷元子
研究担当理事

土井美和子
データ戦略・社会共創
担当理事（非常勤）

執行部（監事含む） 4/16名（25％）
経営協議会学外委員 5/16名（31.3％）
経営協議会学内委員 3/14名（21.4%）
教育研究評議会委員 12/68名（17.6％）

第３期中期目標・中期計画対応とその先へ
公募要領：「同等な場合は＜女性優先＞」記載
教員採用時「1/3目標」

◆クロスアポイントメント制度の整備

◆働き方改革の促進

ロールモデル、キャリアパスの拡大・充実

◆執行部等への女性登用促進

◆女性研究者採用促進ポリシー

ＤＸ推進、テレワーク環境整備

▢戦略的な施策の推進

大隅典子
広報・共同参画担当

副学長

杉本亜砂子
生命科学研究科長

牛尾陽子
監事（非常勤）
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女性参画推進は慈善事業ではない

ダイバーシティ推進による研究力の強化
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▢ロールモデルとしての実績から得られる波及効果への期待

教員 19.8 %
(助教･助手含む）

教員(助手除く）
18.1％

教員(助教・助手除く）
14.3％

◆クロスアポイントメント制度に期待される効果
人材の流動化や人的ネットワークの展開による教育・研究活動の一層の活性化やキャリアパスの拡大・充実

トップのリーダーシップによるダイバーシティ促進～クロスアポイントメント制度



▢女性教員クロスアポイントメント制度による効果

14

教育面において

・大学院教育へ新たな要素、
外の風が入り刺激

・既存教員ではカバーできな
い部分にリーチできる効果

・女子学生のロールモデルとし
て触れ合う機会

研究面において

・受入研究科を超えたコラボ
レーションの実現

・分野の異なる教員間の橋渡
しの効果

・他機関のテイスト注入による
新たな視点

環境面において

・研究室内における雰囲気の
変化

・環境の変化によるダイバー
シティへの気付き

・成功体験による外部機関等
との交流の増加

◆女性教員増への効果のみならず、教育・研究面の
様々な可能性の広がりに期待

◆クロスアポイントメント制度からの本学採用者
教授２名、助教１名、いずれも女性

クロスアポイントメント制度によるロールモデル提示・ダイバーシティへの気付き

◆受入教員から寄せられた声



15R2年度東北大学研究環境アンケートより：男女・子ども有無別研究時間

1日に「研究」に費やす時間
（子どもの有無・男女別）

「女性・子どもあり」の
研究時間の割合が
最も少ない

1日に「家事・育児・介護」
に費やす時間
（子どもの有無・男女別）

「女性・子どもあり」の
家事・育児・介護時間の
割合が最も多い

1日に家事・育児・介護に費やす時間(子供の有無・男女別)

男性

女性

男性

女性

女性

女性

1日に研究に費やす時間(子供の有無・男女別)



16R2年度東北大学研究環境アンケートより：男女別家事・育児・介護時間

女性研究者の家事・育児・介護時間は、男性研究者の約2倍



17R2年度東北大学研究環境アンケートより：WLB満足度

女性（助教）のワークライフバランス（WLB）の満足度は低い

(女性)

(男性)

(男性)

(男性)

(男性)

(女性)

(女性)

(女性)



男性の育児・家事参画は少子化対策の鍵 18

夫の休日の家事・育児時間と第2子以降の出生状況には正の関係性



さらなるダイバーシティ環境の実現へ ～現状と取組 19

▢学内におけるジェンダーギャップと取り組み

◆主要部局における女性比率（教員、博士（後期）学生）の推移 ◆多様な視点からの取り組み
・男女共同参画シンポジウムによる意識の醸成

東北大学男女共同参画推進センターデータ集（http://tumug.tohoku.ac.jp/public-relations/data/）

http://tumug.tohoku.ac.jp/public-relations/data/


20学術研究を深化させるダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョン

EU Gender Equality 2015

No need to fix women: 

Fix institutes.

Disabilityか
Impairmentなのか？



21学術情報を深化させるダイバーシティ推進のために

多様なステークホルダーごとにきめ細やかな対応が必要

01
無意識のバイアスをもっ

て子どもに接しない

02
無意識のバイアスを

除くための

ダイバーシティ教育

03
多様なロールモデルと

キャリアパスの提示

04
男性の意識改革、

とくに男性の

働き方改革

05
女性の意識改革、

とくにリーダー

シップ醸成


